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扌東京都内の児童館での実施の様子

扌イベント等で多くの子どもたちが体験

扌児童館職員を対象にしたトレーニング

扌ドアtoドアだから買い物に全体力を使うことができ
る！

扌考えながら歩き回ることが健康寿命の延伸につな
がっている

扌スーパーなどの店舗、飲食店などの待合場所、タク
シー会社、ボランティアが、みんなで地域の高齢者を
支えている

 「ささえあい買い物事業 あいのり」は、買い物支援を通じて、高齢者の外出やコミュニケーションを促し、適切な食生活や
介護予防につなげる意義のある取組です。事業の設計に関しては、利用者を事前に調整して4人一組のチームにしたり、待
合場所を設定して高齢者個々のペースを大事にするなど、高齢者の特性や日常生活の課題に寄り添うように丁寧な工夫がさ
れています。また、事業の実績については、収支をはじめ、買い物時間や商品購入額、タクシー乗車時間などを数値でモニタ
リングし、事業による効果や今後の課題が可視化されています。この事業を通して、社会福祉協議会と市民、ボランティア、
運輸、流通といった社会資源の共創体制が構築されていることで、持続可能な事業運営や他の取組への広がりも期待されま
す。

評価委員による講評：古井 祐司

　幼少期にある子どもたちに主体的な運動遊びの体験を創出・提供することは、生涯にわたる運動習慣や健康状態の維持につながりま
す。児童健全育成推進財団は、スポーツ用品メーカーであるナイキとのパートナーシップのもとで、体力・敏捷性・筋力・運動能力だけ
でなく、社会性・自主性・創造性・情操などを高めることを目的として、自然に楽しみながら体を動かす「運動遊びプログラム」を開発し、
東京の児童館を拠点として普及を行っています。本プログラムは自己肯定感や社会的スキルを養いながら勝ち負けにこだわらないで
楽しく遊ぶことを重視しているために、これまで運動を苦手としていた運動嫌いの子どもたちも数多く楽しみながら参加していること
が特色です。また、女子の参加率も高く男女を問わず親しみやすく参加しやすいプログラムとなっており、実施回数は1,000回を超え
のべ2万8,000人の子どもたちが参加しており実績も十分です。今後、本プログラムが全国に普及し展開されることが期待されます。

評価委員による講評：下光 輝一

厚生労働大臣 優秀賞
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スポーツ庁長官 優秀賞

適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動 適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動

ささえあい買い物事業 あいのり 運動遊びプロジェクトJUMP-JAM（ジャンジャン）

社会福祉法人 渋川市社会福祉協議会（群馬県渋川市）受賞者 一般財団法人 児童健全育成推進財団（東京都渋谷区）受賞者

取組アクション 取組アクション

高齢者の買い物と健康を支え合う地域協働の取組 運動習慣のない子どもも楽しめる運動遊びプログラム

　子ども時代の主体的な運動遊びの体験機会を創出・提供することは、子どもの今日
的な福祉課題の改善とともに、生涯にわたる運動習慣や健康寿命につながるものと
考え、児童健全育成推進財団では、スポーツ用品メーカーであるナイキとのパート
ナーシップのもと、スポーツでも遊びでもない、子どもの可能性を引き出す運動遊び
プログラム「JUMP-JAM」を開発し、東京都内の児童館を拠点に普及を行っている。

背景・概要

●楽しみながら自然に体を動かす運動遊びプログラム　子どもたちが運動遊びの楽
しさを享受し、幸せで健康的な人生を歩むための自己肯定感や社会的スキルを養う
観点から、勝ち負けだけにこだわらず、遊びの中で自然に楽しく体を動かすことや
仲間と一緒に課題を解決して達成感・協調性を獲得できるプログラムを、千葉工業大
学の引原有輝教授（東京都「子供の体力向上専門家会議（分析部会）」委員）の監修によ
り開発。子どもの人数や年齢、場所の広さに適したゲームを実施し、体力・敏捷性・
筋力・運動能力とともに、自主性・社会性・創造性・情操を高めていくことを重視して
実施している。
●児童館職員がプログラムを実施　プログラムの実施に際しては、トレーニングを
受けた児童館職員がスタッフとして関わる。トレーニングにおいて、子どもたちが
チームワークや問題解決能力、基礎運動能力を遊びを通して楽しみながら高めてい
けるよう配慮するとともに、子どもの心理面にも着目した実施方法を習得している。

●約3年半で2万8,000人の子どもが参加　2017年当初は東京都内の児童館10カ所で
事業をスタート。2021年時点で116カ所に拡大し、実施回数・参加人数はのべ1,000回・2万8,000人超。
●高い女子参加率。9割超の子どもたちがポジティブな評価　主な対象は7歳から12歳の小学生で、参加者の内訳は低学年
が約7割、高学年が約3割。中学生が参加することもあり、異年齢交流の機会にもなっている。また、日本では男子より女子
が運動しない傾向にあるとされているが、このプログラムの参加児童の約4〜5割が女子となっている。また、参加した子ど
もたちへのアンケートでは、94％が「楽しい」と回答。学年や性別、体力差、運動習慣の有無に関係なく参加できることや、
子ども自身で遊び方などをアレンジできることなどが、楽しさにつながっていると考えられる。

取組内容

　適切な食生活の維持、安全な外出、高齢者同士の交流促進を図ることにより、
住み慣れた地域で日常生活をいきいきと過ごせるようになることを目的に、買
い物が困難な75歳以上の高齢者に対して相乗りタクシーを配車し、買い物を支
援。スーパーなどの店舗、飲食店などの待合場所、タクシー会社、ボランティ
アの協働に加え、利用者同士の支え合いも重視しており、この事業に関わるす
べての人が支え合うことを目指している。

背景・概要

●高齢者の買い物・外出を支援　利用希望者の申し込み状況に応じて渋川市社
会福祉協議会が利用者間の調整を行い、4人一組で月2回、指定された曜日に
タクシーに相乗りして買い物に出掛ける。買い物時間は1時間あるため、自分
のペースで買い物でき、早く買い物が終わった人は店舗近隣の待合場所で待つ
ことができる。帰りは再びタクシーで帰宅。利用者は、距離に応じた利用料金
を支払うが、タクシー料金の一部は店舗と渋川市社会福祉協議会が負担するた
め、通常より大幅に安い料金で買い物に行くことができる。

●買い物を通じた行動が健康寿命の延伸に寄与　普段外出しない高齢者に
とって、「献立を考えながら店内を歩き回る」という行動は運動になっており、
介護予防効果につながっている。杖を使って歩いていた高齢者が本事業に参加
することで、杖なしで歩けるようになったケースもある。また、「買い物が困難」
という共通の課題を抱えた高齢者同士の交流もこの事業の成果の一つ。歩く、
考える、会計する、交流するという行動が健康寿命の延伸につながっている。
●利用者の身体状況が良化　事業開始当初の平成30年と令和3年の比較では、
買い物にかかる時間が短くなっているにも関わらず、購入金額は増加している
ことから、効率よく店内を動けるようになっている様子がうかがえる。また、
タクシーが自宅に到着してから利用者が乗り込むまでの時間も約2分短くなっ
ている。

取組内容

成 果

成 果




